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研究成果の概要（和文）：本研究は日本の農村部の実証研究に基づき、オーセンティック・ツーリズム創出への
ポスト・バブル世代の貢献を明らかにする。ツーリズムにおけるオーセンティシティは重要な概念であり、本研
究ではゲストの経験に焦点をあてる。
インバウンド観光客向けのツアー事業への調査の結果を示す。（1）オーセンティック・ツーリズムの4つの構成
要素を指摘した。（2）ポスト・バブル世代である担い手は、ライフスタイルの重視やSNSの活用、地域貢献の取
組みなど、いくつかの共通点が見られた。（3）地域の伝統文化の再評価や地域の新しいロールモデルといった
点で貢献しているが、経済的貢献は限定的であった。今後はさらに事例を重ねる必要がある。

研究成果の概要（英文）：The present research, based on Japanese case studies, investigates the 
contribution of the post-bubble generation to the production of authentic (rural) tourism. 
Our study mainly focused on the authenticity of the visitor experience. We investigated tour 
businesses “produced” by young entrepreneurs, targeting foreign visitors in rural areas. Our 
analysis shows that they contribute to the re-evaluation of (satoyama) natural and cultural 
heritage, as well as providing new role models and contributing to the change of local mentalities. 
We identified some common features of this generation, such as prioritizing lifestyle over financial
 profit, smart use of social media for promotion , active participation in networks, commitment to 
contribute to the local community.
At this early stage, it is difficult to evaluate the post-bubble generation’s overall contribution 
to the long-term sustainability of rural communities; further case studies and analysis are needed 
to clarify this topic.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果は、オーセンティック・ツーリズムの特性や、オーセンティック・ツーリズムが地域にもたらすも
のが何であるかを整理し、部分的にではあるが提示することができた。同時に、各地での小規模でユニークなツ
アー創出を1つの潮流として捉えうることを示した。本研究は、観光資源となりそうな地域の事物をめぐる取り
組みに対する研究に1つの新たな枠組みを示しており、議論の端緒として位置づけられるだろう。また、オーセ
ンティック・ツーリズムの実践に対しては、本研究は理論的な知見を提供し、ツアーおよびその地域社会に貢献
すると考えている。
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